
年度
事業実施
市町村

事業実施
地区数

飼料生産
計画面積
（ha）

うち拡大面積
（ha）

R6予定
市原市、香取市（２地区）、旭市、
袖ヶ浦市

5地区 208.2 123.2

R5実績
市原市、佐倉市、香取市、旭市、
いすみ市、南房総市

6地区 400.7 178.9
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牧草 青刈り

トウモロコシ

ソルゴー

飼料生産組織の強化・新規参入による自

給飼料生産力の強化

共同

利用

粗飼料自給率の向上

３４％ → ４２％
（R3） （R7）

（千葉県農林水産業振興計画）

飼料生産の効率化

農地の有効活用
経営の安定化

飼料の

確保高性能機械

の導入

ﾛｰﾙﾍﾞｰﾙｻｲﾚｰｼﾞ

個 個人
個人

組織化

県産飼料自給体制整備事業

高騰する輸入飼料から国産飼料への転換を図り、粗飼料自給率の向上及び酪農経営の安定化を図るため、飼料生産に必要となる機械等の導入や二期作・二毛

作の実施に対する支援を行う。

【補助対象】飼料作物生産者集団 等

【補助率】

①機械導入（飼料作付拡大面積に応じ補助率が変動）

１／３以内

［飼料作付拡大面積］新たに延べ10ha以上拡大

１／２以内

［飼料作付拡大面積］新たに延べ20ha以上拡大

②二期作・二毛作の取り組みに対する助成（新規に取り組む場合のみ）

事業内容

事業目的・概要

飼料生産費

のｺｽﾄﾀﾞｳﾝ

地域の酪農・肉用牛生産での

安定的かつ安全な飼料の利用

遊

令和６年度予算額 85,000千円

実施内容

自給飼料生産関連機械等

汎用型収穫機

飼料梱包機 飼料運搬機

補助対象機械

など

マニュアスプレッダ―

飼料生産費

のｺｽﾄﾀﾞｳﾝ

海外情勢に左

右されない安

定的な

飼料の

供給体制

二期作

二毛作

面積当たりの

収量増加
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トウモロコシ

ソルゴー

・粗飼料の作付面積・反収ともに概ね

減少傾向にある

・一方で、輸入飼料価格の高騰により、

国産飼料の需要は高まっている

自給飼料の現状

作付面積

の拡大

千葉県における飼料作付面積の推移（ha）

千葉県における１０a当たりの収量の推移（ｋｇ）
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輸入乾牧草価格の推移（CIF価格）（円/t）


